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【機密性２】

AIを活用した建設生産システム
の高度化に関する研究

研究期間：平成30年度～平成33年度
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【機密性２】
１．背景・課題（１）
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・人口減少、少子高齢化による担い手不足の状況下、建設現場の生
産性向上により、建設労働者の給与確保、週休2日の実現等から
なる働き方改革の推進は喫緊の課題。

・国土交通省では建設現場の生産性向上を図る「i-Construction」
の取り組みを推進。

・i-Constructionでは、ICTの活用による生産性向上が大きな柱で
あるが、これにより建設現場から得られるビッグデータを効果的
に活用していくためには、近年技術の進展が著しいAIやIoTの活
用が必要。

・建設現場の課題である、熟練技能者の経験による技・ノウハウ・
勘の伝承を効果的に実施し確実に品質を確保する観点から、AIや
IoTの効果的な活用方策の研究が必要。

・ビッグデータを管理し連携するため、時空間的なデータ管理を考
慮した3次元情報基盤の構築が不可欠。



【機密性２】
１．背景・課題（参考）
「i-Construction～建設現場の生産性革命～」（平成28年4月
i-Consutruction委員会）
・調査・測量から設計、施工、検査、維持管理・更新までのあらゆる建設生

産プロセスやサプライチェーンにおいて活用される３次元データ等のビッグ
データを集積・分析・活用するためのデータシステムを構築し、データに
基づいた的確な現場管理による更なる生産性の向上や維持管理・更新等に
有効活用することを目指す。

・これら集積したデータを分析することによって、例えば、「施工履歴デー
タによる建設現場の見える化・効率化」や「事故や異常発生時に、同種・
類似のリスクを有する施設の特定」など施設の管理段階での活用を始め、
「熟練技能労働者による手際よく精度が高い施工技術の分析」等による技
術のデータ化、継承など様々な活用が可能となる。

「第4期国土交通省技術基本計画」（平成29年3月国土交通
省）

・本計画の１つ目の柱は、人を主役とするＩｏＴ、ＡＩ、ビッグデータ等の
活用である。近年急速に進展するこれら技術を社会資本の時間スケールとの
違いに十分留意し、すべての技術政策で賢く使うことを検討する。ＩｏＴ、
ＡＩ、ビッグデータ等の導入は、人を主役とすることで「人の力」を高め、
「新たな価値」を創造する。 3



【機密性２】
１．背景・課題（参考）
「世界最先端ＩＴ国家創造宣言・官民データ活用推進基本計
画」（平成29年5月閣議決定）

・調査・測量から、設計、施工、検査、維持管理・更新までの全ての建設生
産プロセスで ICT 等を活用する「i-Construction」を推進し、平成 37年
度までに建設現場の生産性の２割向上を目指す。

・平成 31 年度までに、橋梁・トンネル・ダム等の工種に加え、維持管理を
含む全てのプロセスにおいて ICT、３次元データ等を利活用するための基
準類を整備するとともにプラットフォームを構築し、オープンデータ化を
推進。

「経済財政運営と改革の基本方針2017」（平成29年6月閣議
決定）

・事業実施の際の施工効率等を高める「i-Construction」の取組について、
地方公共団体への展開、幅広い工種や維持管理等への拡大を進めるととも
に、ＡＩ、ドローン等の先端技術の開発・導入や各プロセスへの３次元モ
デル導入等を進める。

・中長期的な現場の担い手を確保するため、社会保険未加入対策や適切な賃
金水準の確保、若者や女性の活躍推進等の取組を進めるとともに、適正な
工期設定や施工時期の平準化を通じて、週休２日の実現や長時間労働の是
正等の働き方改革の取組を進める。
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【機密性２】
１．背景・課題（参考）
「未来投資戦略2017」（平成29年6月閣議決定）

・【目指すべき社会像】日本全国津々浦々で、ICT・ロボット・センサー等
を活用することにより、道路、橋、ダムといったあらゆる建設現場の生
産性が向上（2025年度までに2割）している。

・【変革後の生活・現場のワンシーン】これまで習得するのに何年もか
かったノウハウもICT建機により短期間で身につけられるようになる。週
末返上でとりかかっていた工事も、熟練工の長時間労働にしわ寄せせず
に、土日の休日をきちんと確保することが可能となっている。
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【機密性２】

本研究は、IoT（モノのインターネット）等を使って施工現場から収集される
ビッグデータを、近年飛躍的に進化したAI（人工知能）を用いて解析し、調達、
施工管理等の高度化の実現を図るものである。

２．技術研究開発の目的
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【働き方改革の実現】
1.賃金の引き上げを施工状況に即した適切な歩掛を用いた積算により促進
2.週休2日の確保を適切な工期設定により実現

【建設現場の2割の生産性向上の実現】
1.技能者の育成促進を習熟すべき操作要素の抽出により実現
2.維持管理業務の高度化・効率化を構造物の3次元モデルの活用により促進

【生産性向上に不可欠な民間投資を誘発】
1.民間の現場カイゼン投資をICT建機データが誰でも使える環境の創出により誘
発

2.労働生産性向上の民間投資を生産性の高い会社の取組みを評価することに
より誘発



【機密性２】
３．技術開発の必要性

7

①業務へのAI適用における課題
・AIを活用することで生産性向上に寄与することができる業務プロセスの把

握ができていない。
・AI活用の前提となる様々なビッグデータの収集と活用の仕組みが整ってい

ない。

②調達の高度化における課題
・適正な工期設定は、週休2日等の休暇確保等を図るうえで必要不可欠。
・施工状況に即した適切な歩掛を用いた積算は、適切な賃金水準を確保する

うえで必要不可欠。

③施工管理の高度化における課題
・熟練オペレータの高齢化に伴う離職により、建設現場の生産性低下が懸念。
・ICT施工で発生している多くのセンサー情報・施工情報が工事全体での生

産性向上に十分に活かされていない。

④情報連携の高度化における課題
・施工中に収集・蓄積されるビッグデータを管理・連携する仕組みが未確立。
・CIMを用いた情報連携の仕組みが構築されつつあるが、2次元CADで設計

された既存構造物のCIMモデル（3次元モデル＋属性情報）構築には追加
コストが発生



【機密性２】
４．技術研究開発の全体像
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ビッグデータ活用ルールの作成
・現場生産性把握、施工管理のためのデータ収集プラットホーム導入指針
・オープンデータ化指針

現場等で
収集される
ビッグデータ

ＩｏＴ

ＡＩ
ＡＩから
の出力
結果

目的に応じたＡＩ活用手法の開発
・効率的な積算、工期設定手法
・生産性の定量的把握手法
・生産性に影響する操作要素抽出手法
・2次元図面等を3次元化する手法

目的に応じた
データ要求仕様の

作成

・調達の高度化
・施工管理の高度化
・情報連携の高度化

業
務
実
態
分
析
と

活
用
可
能
性
の
調
査

AI
目的に応じて選定（研究機関・大学・民間）



【機密性２】

① 業務プロセスへのAI適用性の検討

【研究内容】

１．業務実態分析

２．AI活用及びデータ収集可能性の調査

【最終的な成果】

１．AI導入による業務プロセス
高度化の適用領域の抽出

２．ビッグデータの収集とAIの
活用における標準的なプロ

セスの策定

【期待される効果】

１．建設生産システム全体の業務プロセスの生産性向上
（１） AIとビッグデータを活用することで、より高度で的確な判断が効率的に実施可能となることが期待。
（２） 業務プロセスの一部をAIに代替することによる生産性の向上により、より創造性の高い他の業務への展開が可能となる。

２．建設生産プロセスにおけるビッグデータ活用による建設産業のイノベーション創出
（１） AIとビッグデータを基盤とした建設産業のマネジメントシステムの改革。
（２） 産学官の連携により建設生産プロセスの高度化に特化したAIの開発促進。

５．課題に対応した個別研究①（１）
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積算 入札・契約 履行 検査・評価

計画

調査設計

工事

維持管理

●調達・契約履行プロセス●

●

事

業

プ

ロ

セ

ス

●

工事積算の合理化

設計業務積算の合理

化

点検業務積算

維持修繕設計・ 積算

入札契約方式の改善 設計の合理化、 品質確保

工事の監督・ 検査システムの合理化

維持修繕調達手法の開発

持続的なメ ンテナンスマネジメント 手法の開発

政
策
評
価
・
事
業
評
価
の
高
度
化
・
効
率
化

官
民
連
携
に
よ
る
事
業
執
行
方
式
の
改
善

施工技術の高度化

品質管理の高度化

i-Construction
/ CIM

調達の高度化

【 AI活用の目的・ 成果】

【 積算の自動化】

【 最適な工期設定】

【 最良の契約相手の選択】

【 建機オペ・ 技能工の

高度技能の継承】
【 ト レーサビリティ 確保】

【 監督検査の省力化】

AIによる高度化が想定される領域



【機密性２】

② 調達の高度化

【研究内容】

１． AIを用いて工事現場の動画、建設技能者等に装着したセンサーのデータ
から、歩掛、生産性の把握に必要なデータを自動抽出することにより、様々
な施工状況に即した歩掛や生産性の定量的な把握を目指す。

２． AIを用いて過去の工期設定データのデータベースから、工種の組合せ、施
工内容、地域特性等の条件が類似している工事のデータを抽出することに
より、適切な工期を自動設定するシステムを構築し、適切な工期設定の実
現を目指す。

【期待される効果】

１． 適切な賃金水準を確保するために必要不可欠な、様々な施工状況に即し
た歩掛を用いた積算が可能となる。

２． 週休2日等の休暇確保等を図るために必要不可欠な、適切な工期設定が、
多くの公共工事で可能となる。

３． 生産性の高い会社の取組を評価することにより、生産性の向上に必要な
民間投資を誘発することが期待できる。

５．課題に対応した個別研究②
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【機密性２】

③ 施工管理の高度化

５．課題に対応した個別研究③（１）
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【研究内容】

– 運転時の建設機械から収集されるデータの活用
・ICT建設機械の現場センサーデータの収集
・センサーデータと対応する運転操作に関するデータの収集

・データをAIにより相関分析し、生産性と関連性の強い操作要素を抽出

【期待される効果】

– 技能者の育成促進を習熟すべき操作要素の抽出により
実現

– 民間の現場カイゼン投資をICT建機データが誰でも使え
る環境の創出により誘発

ＩＣＴ建機からの
データ

操作内容や施工
量、施工品質に
関するデータ

ＡＩ

関連性を抽出

【最終的な成果】

– 技能者育成に活用するための、生産性に影響する操作
要素を抽出する技術の開発

– 現場カイゼンに資するデータを、オープンデータとして官
民で共有する仕組みの整備

技能者育成促進に活用
オープンデータ化



【機密性２】５．課題に対応した個別研究④（１）
④ 情報連携の高度化

【研究内容】

– 既存構造物の2次元CADからCIMモデルを構築する技術の開発。
– 2次元CADでは欠損している情報の補完技術の開発。
– CIMモデルの活用方法案の作成（既存構造物の補修・補強等）。

【最終的な成果】

– 2次元CADを3次元化し、CIMモデルに変換する技術。
– 2次元CADと3次元CADの連携技術。
– 構築したモデルの活用方法案。

【期待される効果】

– 既存構造物のメンテナンスに係るCIMモデル構築コストの低減と
最新のIoT技術の現場導入を促進する環境の実現。

– 補修や補強等の工事における施工条件や施工方法等の検討、不具合部分の発見等に活用。

– 将来的には、防災・減災シミュレーション等の基盤情報として活用。

【課題及び解決の方向】

– i-Constructionの取組みにより収集したビッグデータや
解析結果を蓄積・管理する仕組みが未整備。

CIMの3次元モデル上で情報を連携・蓄積・管理。

– 膨大なメンテナンス需要が見込まれる既存構造物を対象
とする場合、CIMモデル構築に追加コストが発生。

AI技術を用いて、2次元CAD図面を3次元化する技術を開発。
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建設機械との
干渉チェック

周辺地形との
干渉チェック

補修や補強等の工事に
おける施工条件、施工
方法等の検討に活用

しかし



【機密性２】

i) 2次元CADから3次元のCIMモデルの半自動構築

2次元CADをAI解析し、平面図、横断図と縦断図に描画された各図形の対応関係を解析。
3次元モデルを自動的に構築する技術の検討・開発。

iii) 2次元CADと3次元CADの連携技術

多様なデータ形式で構築された2次元CADと3次元モデルとを連携する技術の開発。
モデルの設計思想が異なるデータを連携するため、必要に応じて情報を補完する技術の開発
が必要。

3次元化することで、CIMの枠組みを用いた情報の管理・蓄積が可能。

iiii) 施工現場における事前調査での
CIMモデルの活用。

シミュレーション上での施工条件
の確認。

既存の2次元CADと新規の3次
元の設計を連携。

成果：電子納品成果を用いた2次元CADの3次元化技術及び構築したモデルの
活用方法案の作成

５．課題に対応した個別研究④（２）
④ 情報連携の高度化
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航空レーザ測量
した地形データ

既存構造物の
電子納品データ（2次元CAD)

車載センシングや
TLS等で得た点群データ

入力

設計図面（＋点群データ）と地形からなる施工現場の3次元モデル

補修・補強工事で活用 拡幅・4車線化工事で活用
シミュレーション上での施工条件の確認
・地形や占有物、狭隘等の地理的条件による
建機の取り回しや仮設への影響調査や施工
方法、作業手順の検討
・外形形状を用いた補強工法の検討と、作業
手順を考慮した概算数量の算出、積算
・施工時の第3者被害防止、安全確認

既存の2次元CADと新規の3次元の設計を連携
・2次元CADを3次元化し、3次元CADをつなげて

1つのCIMモデルを構築
・2次元CADに含まれる部材等の情報を基に、
施工方法や作業手順を検討

近接施工にて活用



【機密性２】

検討内容 検討項目 H30 H31 H32 H33
①業務プロセスへの

AI適用性の検討

②調達の高度化

③施工管理の
高度化

④情報連携の
高度化

各年度必要額 100（百万円） 100（百万円） 100（百万円） 100（百万円）

データ要求仕様の作成

６．スケジュール

・本総プロについては、研究期間2年目まで（H31年度まで）の成果を対象として、研究3年目（H32年度）に中間報告を行う予定。
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ビッグテータ活用ルールの
作成

業務実態分析とAI活用
可能性の調査

中間報告
(２月頃)

ＡＩ活用手法の開発（最良の
契約相手選択手法、効率的
な積算、工期設定手法）

データ要求仕様の作成

ビッグテータ活用ルールの
作成

ＡＩ活用手法の開発（生産性に
影響する操作要素抽出手法）

モデル間の連携技術の開発

ＡＩ活用手法の開発（2次元
CADの3次元化技術）

現場へ展開
ソフトウェア開発

現場へ展開
ソフトウェア開発



【機密性２】

社会資本マネジメント
研究センター

ＩＣＴ導入
協議会

本省 大臣官房技術調査課

総合政策局 公共事業企画調整課

（要領・基準・指針の決定、普及、広報）

CIM導入推進
委員会

土木研究所

産業技術総合研究所

大学等i-Construction推進本部

地方整備局等

７．技術研究開発の体制

国総研
（要領・基準・指針案の作成）
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i-Construction推進
コンソーシアム

（民間）建設業者・建設機械
メーカ・クラウドサービス会
社・AIサービス提供会社等



【機密性２】
８．技術研究開発の成果とその活用方針
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成果（アウトプット）

社会に与える効果（アウトカム）

１．AI導入後のTobeモデルの提案
２．現場実態を反映した適切な積算・工期設定
３．生産性に影響する操作要素を抽出し、技能者育成促進に活用
４．一般化される操作要素について、オープンデータとして官民で共有
５．3次元モデルへの変換技術の開発
６．構築したモデルの活用方法案の作成

【働き方改革の実現】
1.賃金の引き上げを施工状況に即した適切な歩掛を用いた積算により促進
2.週休2日の確保を適切な工期設定により実現

【建設現場の2割の生産性向上の実現】
1.技能者の育成促進を習熟すべき操作要素の抽出により実現
2.維持管理業務の高度化・効率化を構造物の3次元モデルの活用により実現

【生産性向上に不可欠な民間投資を誘発】
1.民間の現場カイゼン投資をICT建機データが誰でも使える環境の創出により誘発
2.労働生産性向上の民間投資を生産性の高い会社の取組みを評価することにより誘発


